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　経営に重大な影響を及ぼす危機を未然に防止するとと
もに、万一発生した場合の被害の極小化を図ることを目的
とし、コンプライアンス・リスク管理委員ならびに各種の
全体会議体で各機能におけるリスクの把握および対応に
ついて意思決定を行っています。

　安全・品質・環境などにおける各種リスクについては、担
当部門が規程および要領を制定し、必要に応じて運用状況
を評価した上で対策を実施するなど、適切な管理を行って
います。
　また、リスクに対する基本的事項を取りまとめた「危機

基本的な考え方

コンプライアンス相談窓口
　当社では、コンプライアンスに関する早期の問題吸上げ
と解決のため、社内・社外に「コンプライアンス相談窓口」
や社内に「ハラスメント相談窓口」を設けています。
　また、日本のグループ会社にも、各社の社内相談窓口に
加え、当社と共通の社外コンプライアンス相談窓口を設置
しています。海外のグループ会社でも社外又は社内に相
談窓口を設置しています。

コンプライアンス活動の点検・改善
　当社では、毎年、全従業員に対して「コンプライアンス
定着度アンケート」を実施し、コンプライアンスの浸透度
や不具合の兆候がないか確認を行い、その結果に基づき改
善活動を行っています。
　また、日本・海外のグループ会社に対して、自主点検シー
トにより、コンプライアンスの基本方針・体制のほか、競
争法・贈収賄などの重要法令の遵守状況、人事・経理・営業・
調達・安全・品質などの主要機能のリスクに関する点検を
行い、その結果に基づき改善活動を行っています。

競争法違反防止への取り組み
　日本および海外グループが所在する主要な地域（アメリカ、
EU、中国、タイ、インド、ブラジルなど）別にガイドラインを
策定し、グローバルで豊田合成グループ全体での反競争的行
為の未然防止に取り組んでいます。
　また、当社では、営業活動を中心とする事業活動のさまざ
まな場面で従業員が取るべき具体的な行動指針を、社内規程
の「独占禁止法遵守のための行動規程」として具体化し、従
業員への遵守徹底を図っています。
　その他、競争法に特化した研修や階層別の定期コンプライ
アンス研修などを通じて、継続的な啓発活動を行っています。

贈収賄防止への取り組み
　当社では、グローバルで透明かつ健全な事業活動を推
進するための共通の指針として、「グローバル贈収賄防止
ガイドライン」を策定し、当社
グループ全体での贈収賄の未然
防止に取り組んでいます。また、
階層別・リスク別研修などを通
じて、従業員への継続的な啓発
活動を行っています。

具体的な取り組み

　豊田合成では、社長を委員長とし、全役員をメンバーと
する「コンプライアンス・リスク管理委員会」を組織し、各
部門のコンプライアンス推進者とともに、経営と現場が一
体となってコンプライアンスの徹底に取り組んでいます。
　また、日本のグループ会社との間で、「コンプライアン
ス連絡会」を定期開催しているほか、海外のグループ会社
でもコンプライアンス委員会や推進責任者の設置など、各
地域・各社の実情に応じた推進体制を構築し、当社との連
携のもと、コンプライアンス活動を推進しています。
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